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【パターン・ランゲージとは？】 
風景は、人間の営みの結果とし

て現れるということを繰り返し書

いてきました。そのあらわれ方は、

あるいはその解釈の仕方は、総体

としてとらえる見方と、パーツに

区分してみる見方の両方が必要で

あるということは言うまでもあり

ません。そのパーツとして見る際

に、空間を区分けすること、ゾー

ニングのようなこともありますが、

ゾーニングの一般的批判として、

屋外の空間は、家の中の壁のよう

に明確に線が引けるものでない、

あるいは、いろいろな機能が重な

り合っている空間というものも存

在するということもあります。機

能は、行動の目的と一体的になっ

ていますが、人間の行動には、特

に明確な目的をもった行動でない

ものも多く、逆にそのようなあい

まいな行動が、創造的な、あるい

はリセットする考えを生むことが

多いのではないかと考えられます。 
パターンランゲージには、空間

の要素と行動の要素、及びその両

方が絡まった行動スタイルのよう

なキーワードが、（いい意味で）あ

いまいなまま約 300 近く提示され、
それぞれに解釈がついてきます。 
先週、東京本社マネジメント部

の業務フォローとして、道路事業

の VE 活動の前半部分のお手伝い
参加を経験してきましたが、その

プロセス、手法は、まさしく、目

的、機能、事業の構成要素、その

関わり合い、そして、系統(上下関
係やグループ構成)という、パター
ンランゲージの手続きを具体化し

ているというような気がしました。 

VEは、既存計画・設計の改善提
案ということですが、この活動の

前半の機能分析などは、本来は、

計画・設計を行う際に実施すべき

ことであろうと思われます。そし

て、デザイン検討においても、デ

ザインプロセスや論理性を明確に

するため、ごちゃごちゃになって

いる機能と目的の関係を整理する

ために VE の考え方を先取りする
ようなことで検討されていたよう

な気もします。というか、これに

近いプロセスを経なければ、発注

者や地元の方々が納得するものが

提示できないということがあると

いう背景があったと思います。設

計のように、相手を説明する際に

用いる基準書のようなものが存在

しない仕事の場合は、その手続き

が極めて有用であるということだ

ったのでしょう。 
ただ、デザイン検討の場合は、

先週経験したような VE 活動のよ
うに、手続き、手法がしっかりし

ているとはいまでも言えず、デザ

インを任された技術者が経験の中

で、そのデザインプロセスを提示

してきているのが現実だと思われ

ます。 
さて、そのなかで今回の提案は、

「パターンランゲージ」のような

公共空間をデザインする際の構成

要素を解釈するお手本はあるので

すから、VE活動の手続きの前半部
分を引用してしまえばどうだろう

かと思った次第です。 
ただし、VEは、コスト縮減や合

理的設計への改善が基本命題のよ

うですから、アウトプットの部分

は当然変更というか付け加える必

要があります。その部分は、次の

ように考えられます 
まず、「景観デザインの目的を整

理すること」。これは、単に美しい

景観をつくるというだけでなく、

景観デザインにより生み出される

もの、期待されるもの、快適性や

価値向上などを個別に明確にする

ものです。次に、「デザインの対象

となる構造物や空間の事業の工種

（舗装工、柵工など）を区分する」 
そして、「工種別にもとめる機能

を洗い出す」なぜ、舗装するのか、

舗装することによって何が得られ

るのか、このあたりは VE と一緒
ですが、目的が、「空間デザイン」

ということにあるのがみそです。

そして、いくつも洗い出された工

種の機能・役割を工手を区分せず

に、目的と機能の関係だけで整理

しなおす（VEでは機能系統樹を作
ると言ってる）、このあたりは VE
活動と同じです。このデザイン性

を目的とした機能系統樹の流れと、

そこに表されたキーワードを、「パ

ターンランゲージ」のアドバイス

により、意識しなければいけない

ことを明確にする。 
この手続きで、何位を考えデザ

インするかのストーリが明示され、

具体的に模型や CG を使って、そ
の機能を確保するための形や配置

を考えていく。いかがなものでし

ょう。当然やっているって。それ

はすみませんでした。・・・【続く】 
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風景デザインレター from 九州(第46号) 

さて 50号までの残り 5号については、初心に帰って、オーソドックスな
書籍の紹介を兼ねた景観デザインについて紹介しましょう。今回は、「パタ
ーンランゲージ」。私の個人蔵書の中では、高級蔵書（元本：60$、翻訳本：
9,800円、合せて2万円近くなるか）になるこの本。デザインをやり始め際
に、必携書籍と思って頑張って購入しました。使い古されていないのですが。 
・・ 

デザインをシステマティックに進める方法を、VE活動に参加して考えてみました。 

 


